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慈
円
『
愚
管
抄
』
幼
学
書
説
─
そ
の
想
定
読
者
に
着
目
し
て

─

森
　
新 

之 

介

は
じ
め
に

　

院
政
後
期
の
天
台
僧
慈
円
（
久
寿
二
年〈
一
一
五
五
〉〜
嘉
禄
元
年〈
一
二

二
五
〉）
が
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
の
乱
前
に
著
わ
し
た
『
愚
管
抄
』

七
巻
は
、
巻
第
一
、
第
二
の
年
代
記
、
巻
第
三
乃
至
第
六
の
本
朝
略

史
、
そ
し
て
巻
第
七
の
雑
記
に
よ
り
構
成
さ
れ
る（

（
（

。
同
書
で
著
者
の

名
は
伏
せ
ら
れ
て
お
り
、
慈
円
を
第
三
者
と
し
て
記
述
し
た
箇
所
も

あ
る
た
め
、
嘗
て
は
別
人
の
作
で
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
大
正
期
に
三
浦
周
行
が
慈
円
の
作
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
と

大
い
に
注
目
さ
れ
、
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

　

本
稿
で
検
証
し
た
い
の
は
、
三
浦
が
「
こ
れ
実
に
当
時
に
於
け
る

事
実
上
の
主
権
者
に
ま
し
ま
せ
る
上
皇
の
秘
密
の
重
大
計
画
に
反
対

せ
る
も
の（

（
（

」
と
述
べ
て
唱
え
た
、『
愚
管
抄
』
諫
言
書
説
の
当
否
に

つ
い
て
で
あ
る
。
同
説
に
は
津
田
左
右
吉
か
ら
、「
何
等
か
の
時
務

策
を
立
て
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
当
局
者
に
対
す
る
直
接
の
進
言
も
し

く
は
献
策
と
し
て
提
出
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
こ
の
書
は
著

者
の
名
を
す
ら
明
か
に
せ
ず
、
故
ら
に
自
己
を
三
人
称
に
よ
つ
て
記

し
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、
著
者
の
思
想
を
思
想
と
し
て
後

0
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0

0

0

0

0

0
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0

日
に
伝
へ
よ
う
と
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
が
こ
の
書
の
述
作
の
本
意
で
あ
つ
た
ら
し

く（
（
（

」
云
々
と
い
う
異
論
が
あ
っ
た
も
の
の
、
後
の
研
究
史
で
殆
ん
ど

懐
疑
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
書
に
つ
い
て
の
厖
大
な
先
行
研
究
で
、
諫

言
書
説
を
批
判
し
た
も
の
は
極
め
て
見
出
し
難
い
。

　

本
論
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
三
浦
以
来
の
諫
言
書
説
は
瑕
疵
が
多
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57　慈円『愚管抄』幼学書説

く
成
立
し
得
な
い
。
ま
た
従
来
の
研
究
で
は
、『
愚
管
抄
』
の
考
察

に
慈
円
の
消
息
願
文
な
ど
を
用
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
は
同
書
そ
の
も
の
の
分
析
が
忽
せ
に
な
る
と
い
う
弊
害
を
生
じ

た
よ
う
に
見
え
る
。『
愚
管
抄
』
は
通
念
に
よ
ら
ず
、
何
よ
り
も
ま

ず
そ
の
内
部
徴
証
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
第
一
節
で
『
愚
管
抄
』
の
成
立
時
期
な
ど
議

論
の
前
提
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
第
二
節
で
は
同
書
の
想
定
読
者
に

つ
い
て
検
討
し
、
後
鳥
羽
院
へ
の
諫
言
書
と
見
得
な
い
こ
と
を
論
証

す
る
。
そ
し
て
第
三
、
第
四
節
で
は
、
同
書
が
幼
学
書
で
あ
っ
た
と

の
視
角
か
ら
、
巻
第
三
乃
至
第
六
の
本
朝
略
史
と
巻
第
七
の
君
臣
論

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
分
析
す
る
。
以
上
の
作
業
に
よ
っ
て
、
百
年
近

く
行
わ
れ
て
き
た
『
愚
管
抄
』
理
解
に
大
き
く
修
正
を
迫
り
た
い
。

一　

議
論
の
前
提

　

本
節
で
は
議
論
の
前
提
と
し
て
、『
愚
管
抄
』
七
巻
が
成
立
し
た

順
序
や
時
期
、
背
景
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
結
論
を
一
部
先
取
り
し

て
言
え
ば
、
図
表
一
に
示
す
如
く
、
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
に
巻

第
三
乃
至
第
七
の
後
五
巻
が
、
翌
二
年
ま
で
に
巻
第
一
、
第
二
の
前

二
巻
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

成
立
時
期
の
比
定
で
ま
ず
注
目
さ
れ
た
の
は
、
巻
第
一
と
第
二
に

あ
る
「
承
久
二
年
注
レ

之
」（
四
三
頁
）、「
承
久
二
年
十
月
之
比
、
記

レ

之
了
」（
一
二
三
頁
）
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
夙
に
三
浦
は
、
巻
第

一
、
第
二
の
年
代
記
が
承
久
二
年
に
成
立
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
然

そ
の
後
方
に
あ
る
巻
第
三
乃
至
第
七
の
本
朝
略
史
と
雑
記
も
同
年
の

成
立
に
違
い
な
い
と
考
え
、
七
巻
す
べ
て
が
承
久
二
年
に
成
立
し
た

と
見
た
。
こ
れ
は
村
岡
典
嗣
な
ど
が
支
持
し
た
た
め
、
以
後
今
日
に

至
る
ま
で
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
巻
第
一
、
第
二
の
年
代
記
に
は
、「
委
細
ニ
ハ
在
二

別
帖
一

」

（
五
三
頁
）
な
ど
詳
細
を
「
別
帖
」
に
譲
る
と
し
た
箇
所
が
九
つ
あ

り
、
そ
の
八
箇
所
に
対
応
す
る
記
事
が
巻
第
三
乃
至
第
六
の
本
朝
略

史
に
見
え
る
。
村
岡
は
こ
れ
を
指
摘
し
、「
巻
一
、
巻
二
の
完
成
の

巻
第
一
（
1
）

巻
第
二
（
6
）

巻
第
三
（
41
）

巻
第
四
（
6
）

巻
第
五
（
4
）

巻
第
六
（
6
）

巻
第
七
（
75
）

亡
佚
巻
　
　
　
　
山
門
略
史
　   

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　  

未
詳

年
代
記
（
漢
家
、
本
朝
）

承
久
元
〜
二
年
成
立

本
朝
略
史

（
初
代
神
武
帝
〜
第
八
十
四
代
順
徳
帝
）

元
年
成
立

雑
記
（
勧
学
、
時
務
、
君
臣
の
道
な
ど
）

　   　
図
表
一
　『
愚
管
抄
』
の
構
成

※
洋
数
字
は
「
道
理
」「
道
リ
」「
ダ
ウ
リ
」
の
用
例
数
（
計
139
）、
矢
印
は
成
立
順
。
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時
、
第
三
巻
以
下
が
既
に
成
っ
て
い
た
と
考
へ
得
る（

（
（

」
と
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
後
五
巻
が
前
二
巻
よ
り
先
に
著
わ
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、

前
二
巻
が
承
久
二
年
の
成
立
ら
し
い
か
ら
と
言
っ
て
、
後
五
巻
も
ま

た
同
年
の
成
立
に
違
い
な
い
と
臆
断
す
べ
き
で
な
い
。

　

全
巻
承
久
二
年
成
立
説
を
提
唱
し
た
三
浦
も
認
め
る（

（
（

よ
う
に
、
巻

第
七
に
は
「
コ
ノ
東
宮
、
コ
ノ
将
軍
ト
云
ハ
ワ僅ヅ
カ
ニ
二
歳
ノ
少
人

ナ
リ
」（
三
四
二
頁
）
と
い
う
注
目
す
べ
き
一
文
が
あ
る
。
図
表
二
に

示
す
如
く
、
東
宮
懐か
ね

成な
り

親
王
と
将
軍
九
条
三み

寅と
ら

は
と
も
に
慈
円
の
曾

姪
孫
で
あ
り
、
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
に
生
ま
れ
た
た
め
二
歳
で

あ
っ
た
年
は
改
元
し
て
翌
承
久
元
年
に
当
た
る
。
ま
た
、『
愚
管
抄
』

後
五
巻
で
の
最
新
記
事
は
巻
第
六
に
見
え
る
承
久
元
年
十
一
月
十
九

日
の
西
園
寺
公
経
右
大
将
拝
賀
（
三
一
六
頁
）
で
あ
り
、
津
田
は
記

事
が
翌
二
年
に
及
ん
で
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る（

（
（

。

　

こ
れ
を
承
け
て
浅
野
明
光
は
、「
我
々
は
巻
六
及
び
巻
七
の
記
事

の
み
よ
り
す
れ
ば
、
承
久
元
年
末
に
書
か
れ
た
も
の
と
な
す
が
、
自

然
で
あ
る
と
思
ふ（

（
（

」
と
し
て
、
後
五
巻
承
久
元
年
成
立
説
を
唱
え
た
。

ま
た
小
田
泰
正
と
石
田
一
良
も
通
説
を
批
判
し
、
や
は
り
後
五
巻
承

久
元
年
成
立
説
を
取
っ
て
い
る（

（
（

。
巻
第
一
、
第
二
の
年
代
記
は
翌
二

年
の
成
立
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
巻
第
三
乃
至

第
七
の
本
朝
略
史
と
雑
記
が
元
年
末
ま
で
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い（

（
（

。

　

赤
松
俊
秀
が
「
愚
管
抄
の
脱
稿
の
時

0

0

0

0

が
何
時
で
あ
る
か
の
問
題
は
、

愚
管
抄
の
価
値
決
定
に
重
大
な
関
連
を
持
つ
も
の
で
あ
る（

（1
（

」
と
評
し

た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
は
『
愚
管
抄
』
の
脱
稿
時
期

を
問
題
に
し
て
き
た
。
し
か
し
言
う
ま
で
も
な
く
、
著
述
動
機
の
分

析
で
着
目
す
べ
き
は
擱
筆
の
時
期
で
な
く
起
筆
の
そ
れ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
慈
円
が
『
愚
管
抄
』
の
た
め
に
筆
を
起
こ
し
た
承
久
元
年

は
、
曾
姪
孫
の
三
寅
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
。
同
年
正
月
に

暗
殺
さ
れ
た
三
代
将
軍
源
実
朝
の
後
任
と
し
て
、
三
寅
は
東
下
し
て

七
月
に
摂
家
将
軍
と
な
る
（
た
だ
し
、
将
軍
宣
下
は
七
年
後
の
嘉
禄
二
年

〈
一
二
二
六
〉）。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
慈
円
は
同
書
巻
第
七

で
、
こ
の
三
寅
の
将
軍
嗣
立
を
八
幡
大
菩
薩
や
宗
廟
神
の
冥
慮
に
よ

る
も
の
と
随
喜
し
た
。

イ
マ
左
大
臣
〔
九
条
道
家
：
引
用
者
註
〕
ノ
子
ヲ
武
士
ノ
大
将
軍

ニ
、
一
定
八
幡
大
菩
薩
ノ
ナ
サ
セ
給
ヒ
ヌ
。
人
ノ
ス
ル
事
ニ
ア

九
条
兼
実

│
良
　
経

慈
　
円

源
頼
朝

坊
門
姫

│
一
条
能
保
女

順
徳
帝

　
　
　
　
懐
成
親
王
（
東
宮
、
後
の
仲
恭
帝
）

立
　
子

道
　
家

　
　
　
　
九
条
三
寅
（
将
軍
、
後
の
頼
経
）

西
園
寺
公
経
女

　
図
表
二
　
略
系
譜
（
承
久
元
年
末
当
時
）
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ラ
ズ
、
一
定
神
々
ノ
シ
イ出

ダ
サ
セ
給
ヒ
ヌ
ル
ヨ
ト
ミ見

ユ
ル
、
フ不

カ可

シ思

ギ議

ノ
事
ノ
イ出

デ
キ
侍
リ
ヌ
ル
也
。（
三
三
六
頁
）

コ
レ
ヲ
ツ作ク
リ
イ出

デ
給
フ
コ
ト
ハ
ヒ
偏ト
ヘ
ニ
宗
廟
ノ
神
ノ
御
サ沙

タ汰

ア顕ラ
ハ
ナ
ル
。〔
…
…
〕
将
軍
又
カ
ヽ
ル
死
シ
テ
源
氏
平
氏
ノ

氏
ツ
ヤ
〳
〵
ト
タ絶

ユ
ベ
シ
ヤ
ハ
。
ソ
ノ
カ代

ハ
リ
ニ
コ
ノ
子
ヲ

モ用チ
ヰ
ル
ベ
シ
ヤ
ハ
。
一
定
タ直ヾ
コ事ト
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ
也
。（
三

四
二
頁
）

前
代
の
実
朝
が
あ
の
よ
う
な
死
を
遂
げ
て
源
氏
将
軍
が
絶
え
、
代
わ

り
に
三
寅
が
摂
家
将
軍
と
な
っ
た
こ
と
は
全
く
尋
常
で
な
い
、
と
い

う
。
そ
の
た
め
小
田
は
、「
慈
円
は
こ
の
摂
籙
将
軍
の
出
現
に
宗
朝廟
カ

社
稷
の
神
々
の
霊
告
を
聞
く
こ
と
に
よ
つ
て
愚
管
抄
の
筆
を
と
り
あ

げ
た
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

」
と
見
て
い
る
。

　

多
賀
宗
隼
が
「
慈
円
と
『
愚
管
抄
』
に
と
っ
て
の
、
承
久
元
年
と

い
う
年
の
も
つ
重
要
さ
と
力
と
を
さ
ら
に
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
、

本
書
の
理
解
を
一
層
深
め
る
所
以
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

（1
（

」
と
指

摘
し
た
よ
う
に
、
三
寅
が
将
軍
と
な
っ
た
承
久
元
年
に
起
稿
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
は
、
同
書
の
分
析
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
次

節
以
降
で
は
こ
れ
を
前
提
に
、
諫
言
書
説
の
当
否
な
ど
を
検
討
し
て

い
く
。

二　

想
定
読
者
と
仮
名
、
勧
学

　
『
愚
管
抄
』
は
承
久
元
年
に
誰
の
た
め
、
そ
し
て
何
の
た
め
に
著

わ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

慈
円
は
巻
第
七
で
、
懐
成
親
王
と
三
寅
に
つ
い
て
「
コ
レ
ヲ
コ

ノ
人
々
ヲ大

人
ト
ナ
シ
ク
ヲ
ハ
シ
マ
サ
ン
ヲ折リ
御
覧
ゼ
ヨ
カ
シ
」（
三
四

三
頁
）
と
述
べ
、
成
長
し
た
二
人
が
同
書
を
読
む
こ
と
を
期
待
し
て

い
た
。
そ
の
た
め
河
北
騰
は
、『
愚
管
抄
』
の
執
筆
動
機
に
つ
い
て

「
頼
経
〔
三
寅
〕
が
、
今
後
成
人
す
る
間
の
教
育

0

0

0

0

0

0

0

0

（
又
は
教
訓

0

0

0

0

）
の
書

0

0

と
し
て
読
ま
せ
た
か
っ
た
か
ら（

（1
（

」
と
推
測
し
た
。
深
沢
徹
も
、
同
書

で
は
「
九
条
家
ゆ
か
り
の
子
供
た
ち

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
そ
の
究
極
的
な
読
者
対
象

と
し
て
選
び
取
ら
れ
て
く
る
」
と
し
、「
次
代
を
担
う
未
来
の
読
者

に
向
け
て
書
か
れ
た
「
遺
言
状

0

0

0

」
と
し
て
、『
愚
管
抄
』
は
と
ら
え

ら
れ
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

　

承
久
元
年
に
慈
円
は
六
十
五
歳
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
十
分
老

齢
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
余
命
の
短
さ
と
三
寅
将
軍
継
嗣
の
悦
び
に
衝

き
動
か
さ
れ
、
三
寅
た
ち
に
教
え
た
い
こ
と
や
学
ば
せ
た
い
こ
と
を

書
き
残
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
『
愚
管
抄
』
と
は
、

幼
童
二
人
へ
の
幼
学
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

懐
成
親
王
と
三
寅
が
『
愚
管
抄
』
の
想
定
読
者
で
あ
っ
た
と
す
る

見
解
は
、
こ
れ
ま
で
も
数
人
の
研
究
者
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
き
た
。
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問
題
は
そ
れ
ら
研
究
者
の
多
く
が
、
同
書
の
想
定
読
者
は
懐
成
親
王

で
あ
り
三
寅
で
あ
り
、
そ
し
て
後
鳥
羽
院
で
も
あ
っ
た
と
し
て
、
三

浦
以
来
の
諫
言
書
説
を
修
正
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
右
の
如
く

幼
学
書
説
を
提
示
し
た
河
北
は
、
そ
れ
と
と
も
に
「
後
鳥
羽
院

0

0

0

0

が
今

や
密
か
に
計
画
し
着
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
討
幕
の
挙
は
、
無
謀
だ

と
し
て
諫
止
し
た
い
と
の
気
持
ち

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
な
ど
も
有
り
得
る
と
し
た
。
ま

た
深
沢
も
、「「
承
久
の
乱
」
へ
向
け
風
雲
急
を
告
げ
る
さ
な
か
、
こ

の
ま
ま
で
は
日
本
国
は
亡
び
て
し
ま
う
と
の
強
烈
な
危
機
意
識

0

0

0

0

0

0

0

に
か

り
た
て
ら
れ
、
急
ぎ
足
で
『
愚
管
抄
』
は
書
か
れ
た（

（1
（

」
と
し
、「
特

定
の
誰
彼
に
宛
て
て
書
か
れ
た
も
の
で
な
い（

（1
（

」
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

だ
が
、
こ
れ
ら
諫
言
書
説
と
幼
学
書
説
は
両
立
す
る
も
の
で
な
い
。

も
し
慈
円
が
非
理
の
挙
兵
計
画
を
知
っ
て
強
烈
な
危
機
意
識
を
懐
い

た
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
や
そ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
一
意
専
心
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
危
急
存
亡
の
秋
に
諫
言
書
を
そ
れ
と
し
て
特
化

さ
せ
ず
、
幼
学
書
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
執
筆
し
た
と
す
れ

ば
、
余
り
に
悠
長
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
た
め
考
え
ら
れ
な
い（

（1
（

。

　

そ
も
そ
も
諫
言
書
と
は
、
簡
潔
明
瞭
に
漢
文
で
記
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
慈
円
の
同
母
兄
た
る
九
条
兼
実
が
後
白
河
院
の
た
め
に

認
め
た
申
状
な
ど
と
比
較
す
れ
ば
、『
愚
管
抄
』
は
七
巻
と
大
部
で

あ
り
論
旨
が
錯
綜
し
て
い
る
。
し
か
も
、
津
田
が
「
そ
の
実
現
を
目

前
の
政
治
の
上
に
期
待
す
る
時
務
策
と
し
て
こ
の
書
の
す
べ
て
を
見

る
こ
と
は
困
難
で
あ
ら
う（

（1
（

」
と
評
し
た
よ
う
に
、
焦
眉
喫
緊
の
課
題

を
論
じ
た
に
し
て
は
不
要
不
急
の
記
述
に
満
ち
て
い
る
。

　

何
よ
り
も
諫
言
書
ら
し
く
な
い
の
は
、
そ
の
文
体
選
択
で
あ
る
。

今
日
伝
存
の
諸
本
で
は
漢
字
も
幾
ら
か
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
原
本

で
は
殆
ん
ど
専
ら
仮
名
書
き
で
あ
っ
た
と
塩
見
薫
は
推
定
す
る（

（1
（

。
こ

の
一
事
だ
け
で
も
十
分
に
諫
言
書
ら
し
く
な
い
が
、
し
か
も
同
書
で

仮
名
を
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
巻
第
二
と
巻
第
七
で
は
次
の
如
く

説
明
さ
れ
て
い
る
。

偏
ニ
仮
名
ニ
書
ツ付

ク
ル
事
ハ
、
是
モ
道
理
ヲ
思
ヒ
テ
書
ル
也
。

先
是
ヲ
カ
ク
カ書

ヽ
ン
ト
思
ヨ寄

ル
事
ハ
、
物
シ知

レ
ル
事
ナ
キ
人
ノ

料
也
。（
一
二
六
〜
二
七
頁
）

愚
痴
無
智
ノ
人
ニ
モ
物
ノ
道
理
ヲ
心
ノ
ソ底コ
ニ
シ知

ラ
セ
ン
ト
テ
、

仮
名
ニ
カ書

キ
ツ付

ク
ル
〔
…
…
〕。（
三
二
二
頁
）

本
書
を
仮
名
で
記
し
た
の
は
、「
物
シ知

レ
ル
事
ナ
キ
人
」「
愚
痴
無
智

ノ
人
」
に
も
道
理
を
分
か
ら
せ
る
た
め
だ
、
と
い
う
。
も
し
同
書
が

挙
兵
計
画
を
諫
止
す
る
た
め
に
著
わ
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
慈
円
は
後

鳥
羽
院
を
愚
痴
無
智
と
貶
め
な
が
ら
隠
忍
自
重
を
請
う
た
こ
と
に
な

り
、
支
離
滅
裂
で
あ
る（

（2
（

。

　

ま
た
塩
見
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
公
家
社
会
の
人
々
が
い
か
に

学
問
を
う
と
ん
ず
る
よ
う
に
な
つ
た
と
は
い
え
、
カ
ナ
で
書
か
な
け

れ
ば
理
解
で
き
ぬ
わ
け
で
は
な
い（

（2
（

」。
そ
の
た
め
塩
見
の
、「
愚
管
抄

は
後
鳥
羽
上
皇
と
絶
縁
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

場
で
書
か
れ
て
い
る
。〔
…
…
〕
カ
ナ
で

書
い
た
の
は
「
二
歳
ノ
人
々
」、
一
家
の
繁
栄
と
世
の
盛
衰
を
か
け
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61　慈円『愚管抄』幼学書説

て
そ
の
成
長
を
祈
つ
て
い
る
将
軍
頼
経
と
皇
太
子
懐
成
親
王
に
こ
そ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
こ
と
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
か
。

「
物
知
レ
ル
事
ナ
キ
人
」
と
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
実
は
無
知
の
大

衆
の
こ
と
で
は
な
く
、
幼
い
が
故
に
物
知
る
こ
と
の
な
い
人
た
ち
で

あ
つ
た（

（2
（

」
と
い
う
見
解
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
は
津

田
以
外
で
『
愚
管
抄
』
は
後
鳥
羽
院
へ
の
諫
言
書
で
な
い
と
断
言
し

た
、
極
め
て
稀
有
な
例
で
あ
る
。

　
『
愚
管
抄
』
が
幼
学
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
巻
第
七
の
勧
学
論
に

よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
慈
円
は
こ
こ
で
、「
惣
ジ
テ
僧
モ
俗
モ
、

今
ノ
世
ヲ
ミ見

ル
ニ
、
智
解
ノ
ム無

ゲ下

ニ
ウ失

セ
テ
学
問
ト
云
コ
ト
ヲ
セ
ヌ

ナ
リ
」（
三
一
九
頁
）
と
し
て
、
漢
籍
で
は
十
三
経
や
三
史
、
八
代
史
、

『
文
選
』、『
白
氏
文
集
』、『
貞
観
政
要
』、
国
書
で
は
六
国
史
、
律
令

格
式
な
ど
を
列
挙
す
る
。
そ
し
て
、
読
者
に
斯
く
語
っ
て
い
る
。

モ
シ
万
ガ
一
ニ
コ
レ
ニ
心
ヅ付

キ
テ
「
コ
レ
コ
ソ
無
下
ナ
レ
。
本

文
少
々
ミ見

バ
ヤ
」
ナ
ド
思
フ
人
モ
イ出

デ
コ
バ
、
イ
ト
ヾ
本
意
ニ

侍
ラ
ン
。
サ
ア
ラ
ン
人
ハ
コ
ノ
申
タ立

テ
タ
ル
内
外
典
ノ
書
籍
ア

レ
バ
、
カ
必ナ

ラ
ズ
ソ
レ
ヲ
御
覧
ズ
ベ
シ
。
ソ
レ
モ
寛
平
遺
誡
、

二
代
御
記
、
九
条
殿
ノ
遺
誡
、
又
名
誉
ノ
職
者
ノ
人
ノ
家
々
ノ

日
記
、
内
典
ニ
ハ
顕
密
ノ
先
徳
タ
チ
ノ
抄
物
ナ
ド
ゾ
、
ス少コ
シ

物
ノ
要
ニ
ハ
カ叶ナ
フ
ベ
キ
。（
三
二
一
頁
）

も
し
読
者
が
本
書
に
慊
ら
ず
、
自
ら
原
典
を
読
ん
で
み
よ
う
と
思
っ

た
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
自
分
の
望
む
所
だ
。
こ
こ
に
列
挙
し
た
内

外
典
の
書
籍
を
必
ず
ご
覧
に
な
る
べ
き
だ
。
殊
に
、
外
典
で
は
宇
多

帝
の
遺
誡
や
醍
醐
村
上
両
帝
の
宸
記
、
九
条
殿
藤
原
師
輔
の
遺
誡
、

識
者
の
家
記
な
ど
が
よ
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、

今
後
政
道
に
与
る
た
め
そ
れ
ら
外
典
を
読
む
べ
き
だ
が
未
だ
読
ん
で

い
な
い
、
懐
成
親
王
と
三
寅
に
学
問
を
勧
め
る
文
章
で
あ
る
。
も
し

こ
の
勧
学
論
が
後
鳥
羽
院
へ
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
慈
円
は
す
で
に
壮

年
に
達
し
て
い
た
治
天
の
君
を
無
学
と
貶
め
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
は
外
典
を
右
の
如
く
列
挙
し
て
い
る
が
、
内
典
に

つ
い
て
は
「
顕
密
ノ
先
徳
タ
チ
ノ
抄
物
」
に
言
及
す
る
の
み
で
、
経

論
章
疏
の
名
を
挙
げ
て
い
な
い
。
著
者
慈
円
が
天
台
僧
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
『
愚
管
抄
』
を
内
学
に
よ
っ
て
解
釈
し
よ
う
と

し
て
き
た
が
、
巻
第
七
で
所
謂
「
学
問
」
は
余
り
に
外
学
に
偏
っ
て

い
る
。
同
書
は
天
台
僧
に
よ
る
思
想
書
と
し
て
よ
り
も
、
幼
い
東
宮

と
将
軍
へ
の
故
実
書
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う（

（2
（

。

三　

巻
第
三
乃
至
第
六
の
本
朝
略
史

　

前
節
で
は
、『
愚
管
抄
』
が
懐
成
親
王
と
三
寅
へ
の
幼
学
書
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
幼
学
書
説
に
よ
っ
て
の
み
、
巻
第
三

乃
至
第
六
の
本
朝
略
史
も
正
し
く
理
解
で
き
よ
う
。

　

従
来
の
研
究
で
は
、『
愚
管
抄
』
の
歴
史
叙
述
は
余
り
に
九
条
家
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に
偏
っ
て
い
る
と
繰
り
返
し
批
判
さ
れ
て
き
た
。
大
隅
和
雄
も
巻
第

四
に
つ
い
て
、「
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
登
場
す
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
そ
の
中
か
ら
さ
し
て
多
く
な
い
僧
侶
と
武
者
を
除
け
ば
、

残
る
ほ
と
ん
ど
の
人
々
は
摂
関
を
中
心
と
す
る
系
譜
の
網
の
中
で
、

中
心
か
ら
さ
し
て
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
お
さ
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
」
と
評
し
、
こ
の
傾
向
は
巻
第
五
以
降
で
も
大
き
く
は
異
な
ら
な

い
と
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
は
、
著
者
の
慈
円
が
九
条
家
所
縁
で
あ
っ
た

だ
け
で
な
く
、
想
定
読
者
も
ま
た
九
条
家
所
縁
の
幼
童
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
説
明
で
き
る
。

　

そ
し
て
幼
学
書
か
諫
言
書
か
と
い
う
問
題
は
、
同
書
全
体
に
お
け

る
本
朝
略
史
の
位
置
付
け
と
も
大
き
く
関
連
す
る
。
本
朝
略
史
は
、

巻
第
三
の

年
ニ
ソ添

ヘ
日
ニ
ソ添

ヘ
テ
ハ
、
物
ノ
道
理
ヲ
ノ
ミ
思
ツ続ヾ
ケ
テ
、

老
ノ
ネ寝

ザ覚

メ
ヲ
モ
ナ
慰グ
サ
メ
ツ
ヽ
、
イ
ト
ヾ
年
モ
カ
傾タ
ブ
キ

マ罷カ
ル
マ
ヽ
ニ
、
世
中
モ
ヒ久サ
シ
ク
ミ見

テ
侍
レ
バ
、
昔
ヨ
リ

ウ移ツ
リ
マ罷カ
ル
道
理
モ
ア哀ハ
レ
ニ
オ覚ボ
エ
テ
、〔
…
…
〕。（
一
二

九
頁
）

と
い
う
著
名
な
一
文
で
始
ま
る
。
そ
の
た
め
従
来
、
慈
円
は
後
鳥
羽

院
に
挙
兵
の
非
理
を
分
か
ら
せ
る
た
め
、
本
朝
略
史
で
「
物
ノ
道

理
」「
昔
ヨ
リ
ウ移ツ
リ
マ罷カ
ル
道
理
」
を
叙
述
し
、
雑
記
で
の
道
理

史
観
を
実
証
し
よ
う
と
し
た
、
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
中
村

光
も
、
巻
第
三
乃
至
第
六
に
つ
い
て
「
畢
竟
す
る
に
、
第
七
に
於
け

る
論
旨
を
歴
史
的
に
基
礎
づ
け
ん
が
た
め
の
叙
述
で
あ
る（

（2
（

」
と
述
べ

て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

　

黒
川
春
村
が
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）、
蔵
本
（
国
立
国
会
図
書
館
現

蔵
）
の
巻
第
一
遊
紙
で
「
此
書
に
道
理
と
い
ふ
こ
と詞

ハ
の
う
る煩

さ
く

見
ゆ
る
ハ
、
わ態さ
と
つ努と
め
て
書
る
も
の
と
見
え
た
り
。
一
名
道
理

物
語
と
も
名
つ付

け
つ
へ
き
も
の
也
け
り
」
と
評
し
た
よ
う
に
、『
愚

管
抄
』
で
は
道
理
へ
の
言
及
が
極
め
て
多
い
。
前
掲
の
図
表
一
に
示

し
た
如
く
、
筆
者
の
試
算
に
よ
れ
ば
「
道
理
」「
道
リ理

」「
ダ道

理
ウ
リ
」

の
用
例
は
七
巻
で
凡
そ
百
三
十
九
あ
る（

（2
（

。
だ
が
、
分
量
が
ほ
ぼ
均
等

な
巻
第
三
乃
至
第
六
の
本
朝
略
史
は
、
巻
第
三
に
全
体
の
三
割
弱
た

る
四
十
一
例
が
あ
る
も
の
の
、
巻
第
四
以
降
の
三
巻
に
は
そ
れ
ぞ
れ

六
例
、
四
例
、
六
例
し
か
な
い
。
原
田
隆
吉
は
こ
の
用
例
分
布
を
指

摘
し
、「
愚
管
抄
全
体
が
ひ
と
し
な
み
に
道
理
ば
か
り
述
べ
て
い
る

と
考
え
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

（2
（

」
と
警
告
し
て
い
る
。

　
『
愚
管
抄
』
は
「
道
理
物
語
」
と
の
定
評
が
あ
る
も
の
の
、
本
朝

略
史
の
四
巻
に
お
い
て
道
理
説
明
と
物
語
叙
述
が
融
合
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
そ
し
て
、
多
賀
が
「
一
般
に
議
論
批
判
に
渉
る
部
分

に
は
「
道
理
」
の
数
が
多
く
、
事
実
の
直
叙
に
力
を
い
れ
て
い
る

部
分
に
は
少
な
い（

（2
（

」
と
述
べ
た
よ
う
に
、「
道
理
」
の
用
例
が
少
な

い
巻
第
四
以
降
の
三
巻
は
た
だ
事
実
を
羅
列
し
た
だ
け
の
よ
う
な
箇

所
が
多
い
。
赤
松
も
、「
愚
管
抄
の
史
論
の
う
ち
か
ら
、
聖
徳
太
子

と
馬
子
と
の
関
係
、
菅
原
道
真
の
左
遷
、
院
政
の
発
生
、
寿
永
の
乱
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に
於
け
る
神
剣
の
紛
失
、
摂
家
将
軍
出
現
の
条
を
除
い
た
な
ら
ば
、

〔
…
…
〕
水
鏡
の
無
味
乾
燥
な
史
論

0

0

0

0

0

0

0

と
大
差
な
い
で
あ
ろ
う（

（2
（

」
と
評
し

て
い
る
。
し
か
も
『
水
鏡
』
な
ど
の
鏡
物
と
異
な
り
、
登
場
人
物
の

官
職
な
ど
に
つ
い
て
煩
わ
し
い
ほ
ど
に
詳
細
で
あ
る
。

　

本
朝
略
史
が
道
理
に
つ
い
て
多
く
を
語
ら
ず
、
退
屈
で
あ
る
こ
と

は
慈
円
本
人
も
認
め
て
い
た
。
巻
第
六
の
末
尾
に
は
次
の
如
く
あ
る
。

ソ
レ
〔「
利
生
ノ
本
意
、
仏
神
ノ
冥
応
」〕
ヲ
詮
ニ
テ
カ書

キ
ヲ置

キ
侍
ナ

リ
。
ソ
ノ
ヤ
ウ
ハ
事
ヒ広ロ
ク
侍
レ
ド
、
又
〳
〵
次
ザ
マ
ニ
カ書

キ

ツ尽ク
シ
侍
ベ
シ
。
其
趣
ニ
ヒ惹

カ
レ
テ
ハ
、
ミ見

ム
人
ハ
ネ眠ブ
ラ

レ
テ
ヨ
モ
見
侍
ラ
ジ
。
コ
ノ
サ先キ
ザ
マ
ノ
事
ハ
ヨ
キ
物
語
ニ
テ
、

目
モ
サ覚

メ
ヌ
ベ
ク
侍
ル
メ
リ
。（
三
一
七
頁
）

利
生
の
本
意
や
仏
神
の
冥
応
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
論
じ
尽

そ
う
。
そ
の
よ
う
な
趣
に
心
惹
か
れ
て
読
ん
で
き
た
人
は
、
眠
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
以
後
は
よ
い
物
語
で
あ
り
、

目
も
覚
め
る
だ
ろ
う（

（3
（

、
と
い
う
。
こ
れ
は
本
朝
略
史
の
歴
史
叙
述
が
、

道
理
史
観
を
実
証
す
る
た
め
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

よ
う
。

　

慈
円
は
そ
の
少
し
前
で
、
巻
第
三
以
降
の
四
巻
で
論
じ
て
き
た
の

は
「
此
日
本
国
ノ
王
臣
武
士
ノ
ナ
リ
ユ
ク
事
」（
三
一
七
頁
）
に
つ
い

て
だ
と
し
た
。
ま
た
後
に
巻
第
二
の
末
尾
で
、
巻
第
三
以
降
を
記
し

た
理
由
に
つ
い
て

サ
ス
ガ
ニ
此
国
ニ
生
レ
テ
、
是
程
ダ
ニ
国
ノ
風
俗
ノ
ナ
レ
ル
ヤ

ウ
世
ノ
ウ移ツ
リ
行
ヲ
趣モム
キ
ヲ
、
ワ
キ弁

マ
ヘ
シ知

ラ
デ
ハ
又
ア

ル
ベ
キ
事
ニ
モ
ア
ラ
ズ
ト
、
思
ハ量カ
ラ
ヒ
侍
ゾ
カ
シ
。（
一
二
七

頁
）

と
述
懐
し
て
い
る
。
巻
第
三
乃
至
第
六
の
本
朝
略
史
、
殊
に
道
理
へ

の
言
及
が
少
な
い
そ
の
巻
第
四
以
降
は
、
東
宮
懐
成
親
王
と
摂
家
将

軍
三
寅
に
君
臣
武
士
や
風
俗
世
情
の
推
移
を
示
す
こ
と
が
目
的
に
な

っ
て
い
た
と
見
て
よ
い
。
河
北
も
、
本
朝
略
史
に
つ
い
て
「
童
蒙
ら

に
「
語
り
聞
か
せ
る
」
趣
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（3
（

」
と
評
し

て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
慈
円
は
巻
第
三
の
冒
頭
で
、
保
元
の
乱
後
の
修
史
に
つ

い
て
斯
く
述
べ
て
い
た
。

保
元
ノ
乱
イ出

デ
キ
テ
ノ後
チ
ノ
コ
ト
モ
、
マ
タ
世
継
ガ
モ物
ノ

ガ
語タ
リ
ト
申
モ
ノ
モ
カ書

キ
ツ継

ギ
タ
ル
人
ナ
シ
。
少
々
ア
リ
ト
カ

ヤ
ウ
承ケタ
マ
ハ
レ
ド
モ
、
イ
マ
ダ
エ得

ミ見

侍
ラ
ズ
。
ソ
レ
ハ
ミ
ナ

タ
ヾ
ヨ善

キ
事
ヲ
ノ
ミ
シ記ル
サ
ン
ト
テ
侍
レ
バ
、
保
元
以
後
ノ
コ

ト
ハ
ミ
ナ
乱
世
ニ
テ
侍
レ
バ
、
ワ悪ロ
キ
事
ニ
テ
ノ
ミ
ア
ラ
ン
ズ

ル
ヲ
ハ
バ憚

カ
リ
テ
、
人
モ
申
ヲ置

カ
ヌ
ニ
ヤ
ト
ヲ疎ロ
カ
ニ
覚
テ
、

ヒ一

筋

ト
ス
ヂ
ニ
世
ノ
ウ移ツ
リ
カ変

ハ
リ
オ
ト衰

ロ
ヘ
ク降ダ
ル
コ
理トハ

リ
、

ヒ一

筋

ト
ス
ヂ
ヲ
申
サ
バ
ヤ
ト
オ思モ
ヒ
テ
〔
…
…
〕
カ書

キ
ツ付

ケ
侍
也
。

（
一
二
九
頁
）

保
元
の
乱
後
は
世
継
物
語
も
書
き
継
が
れ
な
く
な
っ
た
ら
し
く
、
あ

っ
た
と
し
て
も
美
事
の
み
を
記
し
て
お
り
、
理
非
曲
直
を
明
ら
か
に
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す
る
と
い
う
修
史
の
本
分
は
失
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
自
分
が
筆

を
執
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
。

　

前
節
で
見
た
よ
う
に
慈
円
は
巻
第
七
の
冒
頭
で
、
漢
家
に
は
『
春

秋
』
三
伝
や
三
史
、
八
代
史
、
本
朝
に
は
六
国
史
が
あ
る
こ
と
を
紹

介
す
る
。
し
か
し
言
う
ま
で
も
な
く
、
正
史
は
漢
文
で
記
さ
れ
て
お

り
幼
童
に
と
っ
て
読
み
難
い
。
ま
た
そ
の
正
史
も
撰
進
が
絶
え
て
久

し
く
、
六
国
史
よ
り
後
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
に
は
外
史
を
用
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
慈
円
は
幼
童
二
人
に
本
朝
略
史
、
殊
に
保
元
の
乱

後
の
そ
れ
を
学
ば
せ
る
た
め
の
良
書
が
な
い
こ
と
を
思
い
、
歴
史
学

習
の
入
門
篇
と
し
て
巻
第
三
乃
至
第
六
を
著
わ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

巻
第
七
の
君
臣
論

　

前
節
ま
で
、『
愚
管
抄
』
は
後
鳥
羽
院
の
挙
兵
計
画
を
諫
止
す
る

た
め
の
諫
言
書
で
な
く
、
二
歳
の
懐
成
親
王
と
三
寅
に
学
問
さ
せ
る

た
め
の
幼
学
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
き
た
。
で
は
、
巻
第
七

の
こ
れ
ま
で
諫
言
論
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
箇
所
で
、
慈
円
は
何

を
読
者
に
伝
え
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

当
時
の
慈
円
が
何
よ
り
も
危
惧
し
て
い
た
の
は
、
東
国
武
士
の
狼

藉
で
あ
る
。
巻
第
七
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

武
士
将
軍
ヲ
ウ
失シ
ナ
イ
テ
、
我
身
ニ
ハ
ヲ恐ソ
ロ
シ
キ
物
モ
ナ

ク
テ
、
地
頭
〳
〵
ト
テ
ミ
ナ
日
本
国
ノ
所
当
ト取

リ
モ持

チ
タ
リ
。

〔
…
…
〕
武
士
ナ
レ
バ
、
当
時
心
ニ
カ叶ナ
ハ
ヌ
物
ヲ
バ
ヲ
レ
〳
〵

ト
ニ睨ラ
ミ
ツ
レ
バ
、
手
ム向

カ
イ
ス
ル
物
ナ
シ
。
タ
ヾ
心
ニ
マ任カ

セ
テ
ン
ト
、
ヒ
シ
ト
案
ジ
タ
リ
ト
今
ハ
ミ見

ユ
メ
リ
。
サ
テ
コ

レ
ラ
ノ
ヒ僻ガ
事
ノ
ツ積モ
リ
テ
大
乱
ニ
ナ
リ
テ
、
コ
ノ
世
ハ
我
モ

人
モ
ホ滅ロ
ビ
ハ果

テ
ナ
ン
ズ
ラ
ン
。（
三
四
〇
〜
四
一
頁
）

源
氏
将
軍
は
三
代
で
絶
え
、
継
嗣
と
し
て
京
か
ら
九
条
三
寅
を
迎
え

た
も
の
の
二
歳
で
し
か
な
く
、
武
士
た
ち
を
畏
怖
さ
せ
る
よ
う
な
将

軍
は
い
な
く
な
っ
た
。
武
士
は
無
道
を
行
い
易
く
な
り
、
そ
れ
ら
が

積
み
重
な
れ
ば
大
乱
に
発
展
し
、
こ
の
世
の
誰
も
が
滅
び
尽
き
て
し

ま
う
、
と
い
う
。

　

そ
し
て
現
状
へ
の
対
処
に
つ
い
て
、
慈
円
は
斯
く
述
べ
る
。

道
リ理

ト
云
物
ハ
ヤ易

々

ス
〳
〵
ト
侍
ゾ
カ
シ
。
ソ
レ
ワ
弁キ
マ
ヘ
タ
ラ

ン
臣
下
ニ
テ
、
武
士
ノ
勢
ア
ラ
ン
ヲ
メ召

シ
ア集ツ
メ
テ
仰
セ
キ聞

カ

セ
バ
ヤ
。（
三
四
一
頁
）

今
コ
ノ
二
歳
ノ
人
々
ノ
ヲ大

人
ト
ナ
シ
ク
成
テ
、
世
ヲ
バ
ウ
失シ

ナ
イ

モ
ハ果

テ
、
ヲ興コ
シ
モ
タ立

テ
ム
ズ
ル
ナ
リ
。「
ソ
レ
今
廿
年
マ待

タ

ン
マ
デ
武
士
ヒ僻

事

ガ
ゴ
ト
ス
ナ
〳
〵
。
ヒ僻

事

ガ
ゴ
ト
セ
ズ
ハ
自
余
ノ

人
ノ
ヒ僻

事

ガ
ゴ
ト
ハ
ト止ヾ
メ
ヤ易ス
シ
」
ト
仰
キ聞

カ
セ
テ
、〔
…
…
〕。

（
三
四
二
〜
四
三
頁
）

道
理
と
は
理
解
し
易
い
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
心
得
た
臣
下
が
武
士

た
ち
を
召
し
集
め
て
自
重
す
る
よ
う
説
き
聞
か
せ
れ
ば
よ
い
。
懐
成

親
王
と
三
寅
は
今
は
僅
か
二
歳
だ
が
、
成
人
す
れ
ば
天
下
の
興
廃
を
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決
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
廿
年
ほ
ど
武
士
が
無
道
を
行
わ
な

け
れ
ば
、
余
人
の
無
道
も
ま
た
止
め
易
い
、
と
い
う
。
こ
の
道
理
を

心
得
た
臣
下
と
は
、
慈
円
の
姪
孫
に
し
て
三
寅
の
父
た
る
九
条
道
家

を
指
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
当
時
の
慈
円
は
、
武
士

た
ち
の
無
道
を
深
く
憂
慮
し
て
い
た
も
の
の
、
道
家
が
道
理
に
よ
っ

て
沙
汰
す
れ
ば
、
幼
童
二
人
が
成
人
す
る
ま
で
の
廿
年
ほ
ど
は
静
謐

を
期
待
で
き
る
と
見
て
い
た
。

　

問
題
は
、
天
下
を
左
右
す
べ
き
懐
成
親
王
と
三
寅
が
、
そ
れ
ぞ
れ

如
何
な
る
天
皇
と
将
軍
に
成
長
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
慈

円
は
巻
第
七
で
、
君
の
心
得
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

陽
成
院
御
事
テ体イ
ナ
ラ
ン
タ
メ
ナ
ド
コ
ソ
、
イ
ヨ
〳
〵
メ目

デ出

タ

カ
ル
ベ
ケ
レ
。
ソ
レ
ヲ
フ防セ
ギ
ヲ思ボ
シ
メ召

シ
テ
ハ
、
君
コ
ソ

太
神
宮
、
八
幡
ノ
御
心
ニ
ハ
タ違ガ
ハ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
サ
ン
ズ
レ
。

コ
ヽ
ヲ
構
テ
君
ノ
サ悟ト
ラ
セ
タ給マ
ウ
ベ
キ
也
。（
三
四
四
頁
）

嘗
て
の
陽
成
帝
の
よ
う
に
、
暗
君
が
明
臣
に
よ
っ
て
廃
さ
れ
る
の
は

好
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
も
し
暗
君
が
そ
れ
を
拒
む
よ
う
で
あ
れ
ば

太
神
宮
と
八
幡
神
の
心
に
違
う
、
と
い
う
。
三
浦
は
「
其
廃
立
を
当

然
と
す
る
が
如
き
論
調
は
、
皇
室
と
一
家
を
な
せ
る
摂
籙
家
の
伝
統

的
思
想
な
る
べ
き
も
、
余
り
に
名
分
を
無
視
せ
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
り
」
と
断

じ
、
深
沢
も
こ
れ
を
「
暴
虐
非
道
の
暗
主

0

0

0

0

0

0

0

（
＝
後
鳥
羽
上
皇

0

0

0

0

0

）
は
こ

れ
を
廃
す
る
も
や
む
な
し
と
す
る
驚
く
べ
き
「
謀
反

0

0

」
の
論
理（

（3
（

」
と

評
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
当
時
君
臨
し
て
い
た
後
鳥
羽
院
を

排
除
す
る
と
い
う
予
告
で
な
く
、
後
に
即
位
し
て
も
天
皇
は
決
し
て

廃
さ
れ
な
い
な
ど
と
驕
ら
ず
に
君
道
を
尽
す
べ
き
だ
、
と
い
う
二
歳

の
東
宮
懐
成
親
王
へ
の
訓
諭
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

同
巻
に
は
「
末
代
ザ
マ
ノ
君
ノ
、
ヒ
偏ト
ヘ
ニ
御
心
ニ
マ任カ
セ
テ
世

ヲ
オ
行コ
ナ
ハ
セ
給
テ
事
イ出

デ
キ来

ナ
バ
、
百
王
マ
デ
ヲ
ダ
ニ
マ待

チ
ツ付

ケ
ズ
シ
テ
、
世
ノ
ミ乱ダ
レ
ン
ズ
ル
也
」（
三
四
九
頁
）
と
も
あ
り
、
末

代
ら
し
い
君
が
私
心
に
任
せ
て
世
を
動
か
す
よ
う
な
こ
と
に
な
れ

ば
、
百
王
を
待
た
ず
に
世
が
乱
れ
る
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
多
賀
が

「
将
来
へ
の
期
待
の
語
と
し
て
は
急
迫
に
す
ぎ
る
。
そ
れ
は
承
久
の

企
を
目
前
に
、
後
鳥
羽
上
皇
へ
の
風
諫

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
は
じ
め
て
切
実
の
ひ

び
き
を
伝
え
る（

（3
（

」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
で
は
こ
の
文
を

後
鳥
羽
院
へ
の
諫
言
と
解
釈
し
て
き
た
。
し
か
し
、「
末
代
ザ
マ
ノ

君
」
す
な
わ
ち
末
代
ら
し
い
君
と
は
暗
君
と
同
義
で
あ
り
、
後
鳥
羽

院
へ
の
風
諫
と
し
て
は
激
越
に
過
ぎ
る
。
巻
第
七
に
お
け
る
「
君
」

を
、
著
述
当
時
の
そ
れ
に
違
い
な
い
と
臆
断
す
べ
き
で
な
い
。

　

ま
た
同
巻
の
後
方
で
、
慈
円
は
君
と
将
軍
が
和
合
す
べ
き
こ
と
も

説
く
。将

軍
ガ
ム謀

反
ホ
ン
心
ノ
ヲ起コ
リ
テ
運
ノ
ツ尽

キ
ン
時
ハ
、
又
ヤ易ス

〳々
〵
ト
ウ
失シ

ナ
ハ
ン
ズ
ル
也
。
実
朝
ガ
ウ失

セ
ヤ
ウ
ニ
テ
心
得
ラ

レ
ヌ
。
平
家
ノ
ホ滅ロ
ビ
ヤ
ウ
モ
ア
顕ラ
ハ
ナ
リ
。
コ
レ
ハ
将
軍
ガ

内
外
ア
誤ヤ
マ
タ
ザ
ラ
ン
ヲ
、
ユ故ヘ
ナ
ク
ニ憎ク
マ
レ
ム
コ
ト
ノ
ア悪

シ
カ
ラ
ン
ズ
ル
ヤ
ウ
ヲ
コ細マ
カ
ニ
申
也
。（
三
四
九
〜
五
〇
頁
）
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も
し
将
軍
が
君
へ
の
謀
反
心
を
懐
け
ば
、
た
と
え
そ
れ
を
実
行
し
な

く
と
も
実
朝
や
平
家
の
よ
う
に
必
ず
滅
ぶ
。
そ
の
た
め
君
は
、
妄
り

に
将
軍
を
憎
ん
で
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
。

　

深
沢
は
「『
愚
管
抄
』
は
、「
謀
反
」
の
嫌
疑
を
は
ら
す
べ
く
、
必

死
の
思
い
で
書
き
上
げ
ら
れ
た
、
九
条
家
の
立
場
か
ら
す
る
弁
明
の

書
で
も
あ
っ
た（

（3
（

」
と
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
強
調
し
て
き
た

よ
う
に
、
当
時
の
将
軍
は
僅
か
二
歳
の
九
条
三
寅
で
あ
る
。
未
だ
東

西
も
弁
え
て
い
な
い
幼
童
が
謀
反
の
心
を
起
こ
す
こ
と
も
、
起
こ
す

か
も
知
れ
な
い
と
嫌
疑
さ
れ
る
こ
と
も
有
り
得
な
い
。
君
へ
の
謀
反

心
や
将
軍
へ
の
猜
疑
心
を
禁
じ
る
説
諭
は
、
明
ら
か
に
当
時
で
な
く
、

数
年
後
の
成
長
し
た
幼
童
二
人
の
た
め
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

悪
し
き
天
皇
は
必
ず
廃
さ
れ
、
悪
し
き
臣
下
は
必
ず
滅
ぶ
た
め
、

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
自
省
す
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
慈
円
は
あ
く

ま
で
二
歳
の
東
宮
と
摂
家
将
軍
を
想
定
読
者
と
し
て
、「
君
ハ
臣
ヲ

タ立

テ
、
臣
ハ
君
ヲ
タ立

ツ
ル
コ
理トハ

リ
」（
巻
第
七
、
三
四
七
頁
）
を
諭

し
た
の
み
で
あ
る
。

　

従
来
の
諫
言
書
説
は
、
慈
円
は
『
愚
管
抄
』
の
執
筆
当
時
す
で
に

後
鳥
羽
院
の
挙
兵
計
画
を
察
知
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
自
明
の

前
提
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
通
念
は
同
書
に
よ
っ
て

裏
付
け
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
多
賀
の
「
承
久
元
年
は
、
一
方
に
於

て
、
後
鳥
羽
院
を
中
心
と
す
る
武
家
討
伐
計
画
も
す
で
に
表
面
化
の

兆
の
あ
ら
わ
れ
よ
う
と
す
る
時
に
当
っ
て
い
る（

（3
（

」
と
い
う
見
解
な
ど

も
、
諫
言
書
た
る
『
愚
管
抄
』
が
起
稿
さ
れ
た
承
久
元
年
に
は
す
で

に
挙
兵
の
予
兆
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
、
と
い
う
臆
断
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
慈
円
は
当
時
、
二
年
後
に
後
鳥
羽
院
が
干
戈

を
動
か
す
と
は
全
く
予
期
せ
ず
、
幼
童
二
人
に
よ
る
明
る
い
未
来
を

願
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
本
稿
で
は
、
慈
円
『
愚
管
抄
』
が
後
鳥
羽
院
へ
の
諫
言
書
で

な
く
幼
童
二
人
へ
の
幼
学
書
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
想
定
読
者
に
着

目
し
て
論
証
し
た
。

　

承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
七
月
、
曾
姪
孫
の
九
条
三
寅
が
二
歳
に

し
て
摂
家
将
軍
と
な
っ
た
こ
と
を
、
慈
円
は
八
幡
大
菩
薩
や
宗
廟
神

の
冥
慮
と
解
釈
し
た
。
そ
し
て
『
愚
管
抄
』
後
五
巻
の
本
朝
略
史
と

雑
記
を
起
稿
し
、
同
年
末
ま
で
に
脱
稿
す
る
。

　
『
愚
管
抄
』
は
将
軍
三
寅
と
、
同
じ
く
二
歳
の
曾
姪
孫
た
る
東
宮

懐
成
親
王
の
二
人
に
、
学
問
や
心
得
な
ど
を
伝
授
す
る
た
め
に
著
わ

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
想
定
読
者
が
幼
童
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

慈
円
は
同
書
を
仮
名
で
記
し
て
学
問
を
勧
め
た
。
も
し
こ
れ
が
諫
言

書
で
あ
れ
ば
、
後
鳥
羽
院
は
愚
痴
無
智
で
漢
文
に
堪
え
ず
学
問
を
修

め
て
い
な
い
だ
ろ
う
、
と
貶
め
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

巻
第
三
乃
至
第
六
の
本
朝
略
史
も
、
懐
成
親
王
と
三
寅
が
後
に
歴
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67　慈円『愚管抄』幼学書説

史
を
学
習
す
る
時
の
教
材
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
。
殊
に
巻
第
四
以

降
の
三
巻
は
、
道
理
へ
の
言
及
が
少
な
く
瑣
々
た
る
記
述
が
多
く
、

「
道
理
物
語
」
と
い
う
定
評
に
よ
っ
て
説
明
で
き
な
い
。
歴
史
叙
述

が
九
条
家
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
同
家
所
縁
の
幼
い
東
宮
と

将
軍
に
歴
史
を
教
え
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
か
ら
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。

　

そ
し
て
慈
円
は
巻
第
七
の
雑
記
で
、
暗
君
は
必
ず
廃
さ
れ
逆
臣
は

必
ず
滅
ぶ
と
断
言
し
た
。
従
来
、
後
鳥
羽
院
へ
の
諫
止
で
あ
り
九
条

家
に
つ
い
て
の
弁
明
だ
と
さ
れ
て
き
た
こ
の
箇
所
は
、
た
だ
暗
君
逆

臣
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
君
臣
の
道
を
、
懐
成
親
王
と
三

寅
に
説
い
た
の
み
で
あ
る
。『
愚
管
抄
』
は
乱
前
の
諫
言
書
で
な
く
、

平
時
の
幼
学
書
と
し
て
読
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
愚
痴
無
智
ノ
人
」「
末
代
ザ
マ
ノ
君
」
な
ど
と
あ
る
『
愚
管
抄
』

を
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
先
行
研
究
は
後
鳥
羽
院
へ
の
諫
言
書
と
信
じ
て

疑
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
従
来
、
君
へ
の
諫
言
と
い
う
行
為
が
軽

く
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
だ
と
見
ざ
る
を
得
な
い
。
慈
円
や
『
愚
管

抄
』
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
君
臣
関
係
に
つ
い
て
も
再
考
が
望
ま
れ

る
。＊

本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。
引
用
に
当
た
っ
て
は

適
宜
字
体
と
句
読
を
改
め
、
訓
点
や
傍
点
、
傍
線
、
傍
記
、
括
弧
、

頁
数
を
付
し
、
改
行
を
省
い
た
。

　
『
愚
管
抄
』、『
神
皇
正
統
記
』
…
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）。

「
天
台
勧
学
講
縁
起
」
…
日
本
教
育
文
庫
（
同
文
館
）。「
青
蓮
院
門

流
」
…
多
賀
宗
隼
「「
青
蓮
院
門
流
」（
叡
山
南
渓
蔵
本
）」（『
金
沢

文
庫
研
究
』
一
三
─
七〈
一
三
七
〉、
一
九
六
七
）。

注
（
1
）　

巻
第
一
、
第
二
が
年
代
記

0

0

0

で
あ
る
こ
と
は
、
巻
第
一
に
「
漢
家

年
代
」「
皇
帝
年
代
記
」（
四
一
頁
、
四
四
頁
）、
巻
第
二
に
「
此
皇

代
年
代
」（
一
二
六
頁
）
と
そ
れ
ぞ
れ
明
記
さ
れ
て
い
る
た
め
疑
い

な
い
。
巻
第
三
乃
至
第
六
に
つ
い
て
は
、
巻
第
二
に
「
最
略
記
ナ

レ
バ
略
レ

之
也
」（
一
二
三
頁
）
と
あ
り
、
本
論
第
二
節
で
述
べ
る

如
く
巻
第
七
で
原
典
を
読
む
よ
う
勧
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
最
略
記

で
も
具
記
で
も
な
い
。
ま
た
や
は
り
後
述
す
る
如
く
、
巻
第
一
、
第

二
、
巻
第
七
で
漢
家
と
本
朝
双
方
の
歴
史
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
さ
れ
て

い
る
た
め
、
本
朝
に
つ
い
て
の
巻
第
三
乃
至
第
六
は
本
朝
略
史

0

0

0

0

と
称

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
巻
第
七
は
従
来
総
論
な
ど
と
称
さ
れ
て

き
た
が
、
和
田
英
松
が
「
六
国
史
律
令
格
式
等
の
事
よ
り
、
世
の
変

遷
に
就
い
て
、
何
く
れ
の
事
を
記
し
た
り
」（『
本
朝
書
籍
目
録
考

証
』
明
治
書
院
、
一
九
三
六
、
五
七
七
頁
）
と
評
し
た
よ
う
に
、
論

と
い
う
ほ
ど
整
然
と
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
巻
第
七
は
雑
記

0

0

と
称

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
2
）　

三
浦
周
行
「
愚
管
抄
」（
初
出
一
九
二
〇
）、『
日
本
史
の
研
究
』

岩
波
書
店
、
一
九
二
二
、
一
二
四
八
頁
。
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（
3
）　

津
田
左
右
吉
「
愚
管
抄
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
の
疑
」（
初
出

一
九
二
四
）、『
日
本
文
芸
の
研
究
』（
津
田
左
右
吉
全
集
一
〇
）
岩

波
書
店
、
一
九
六
四
、
三
〇
〜
三
一
頁
。

（
4
）　

村
岡
典
嗣
「
愚
管
抄
考
」（
初
出
一
九
二
七
）、『
日
本
思
想
史

研
究
』
増
訂
版
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
（
初
版
一
九
三
〇
）、
三

四
頁
。
ま
た
、
同
「
愚
管
抄
の
著
作
年
代
編
制
及
び
写
本

─
愚
管

抄
続
考
」（
初
出
一
九
三
九
、
同
前
、
六
七
頁
）
参
照
。
対
応
記
事

の
見
え
な
い
一
箇
所
と
は
、
巻
第
二
で
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
）
の

山
門
大
衆
に
よ
る
三
井
寺
焼
き
討
ち
と
座
主
追
放
に
つ
い
て
、「
委

旨
在
二

別
帖
一

」（
一
〇
四
頁
）
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
巻
に
は

「
山
門
ノ
事
ヲ
此
奥
ニ
一
帖
カ書

キ
ア著ラ
ハ
シ
侍
ル
也
」（
一
二
三
頁
）

と
も
あ
り
、
山
門
に
つ
い
て
の
今
日
伝
存
し
て
い
な
い
一
帖
（
以
下
、

「
山
門
略
史
」
と
称
す
る
）
が
存
在
し
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
村
岡

が
指
摘
し
た
（「
愚
管
抄
の
著
作
年
代
編
制
及
び
写
本
」、
前
掲
、
六

八
頁
）
よ
う
に
、
対
応
す
る
記
事
は
山
門
略
史
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
　

山
門
略
史
は
そ
の
門
流
で
読
ま
れ
た
ら
し
く
、
逸
文
が
「
天
台
勧

学
講
縁
起
」
に
「『
愚
管
抄
』
第
七
云
」（
二
九
七
頁
）
と
し
て
載
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
巻
第
七
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
和
田
英
松
が
指
摘

し
た
（『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』、
前
掲
、
五
七
六
〜
七
七
頁
）
よ
う

に
、
年
代
記
が
本
来
一
巻
で
あ
り
後
に
二
巻
に
分
け
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
。
ま
た
撰
者
未
詳
「
青
蓮
院
門
流
」（
応
長
元
年〈
一
三
一
一
〉

〜
正
和
元
年〈
一
三
一
二
〉成
立
）
の
第
一
条
「
行
玄
大
僧
正
」
に
も
、

「
相
二

—

伝
聖
教
一、
名
譲
二

—

進
青
蓮
院
行
玄
僧

正
事
也
一
事
、
見
二
『
愚
管
抄
』一
」
と

あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
記
事
も
今
日
伝
存
の
『
愚
管
抄
』
に
見
え

な
い
た
め
、
恐
ら
く
山
門
略
史
に
載
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

な
お
浅
野
明
光
が
指
摘
し
た
（「
愚
管
抄
論
（
上
）」、『
文
化
』
八

─
一
、
一
九
四
一
、
六
一
頁
）
よ
う
に
、
巻
第
三
の
冒
頭
に
は
「
皇

代
年
代
記
ア
レ
バ
ヒ引

キ
ア合

ワ
セ
ツ
ヽ
ミ見

テ
フ深カ
ク
心
ウ得

ベ
キ
ナ
リ
」

（
一
三
〇
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
巻
第
七
の
「
内
外
典
ノ
書
籍
ア

レ
バ
、
カ
必ナ

ラ
ズ
ソ
レ
ヲ
御
覧
ズ
ベ
シ
」（
本
論
後
掲
）
と
同
じ
く
、

本
書
外
部
に
年
代
記
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
参
照
せ
よ
と
の
意
に
解
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
巻
第
三
な
ど
よ
り
先
に
巻
第
一
、
第
二
の
年
代

記
が
作
ら
れ
た
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。

（
5
）　

三
浦
周
行
「
愚
管
抄
」（
前
掲
）、
一
二
三
九
頁
。

（
6
）　

津
田
左
右
吉
「
愚
管
抄
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
の
疑
」（
前
掲
）、

二
六
頁
。

（
7
）　

浅
野
明
光
「
愚
管
抄
論
（
上
）」（
前
掲
）、
六
一
頁
。

（
8
）　

小
田
泰
正
「
愚
管
抄
の
執
筆
年
代
」（『
史
潮
』
四
八
、
一
九
五

三
、
九
九
頁
）、
石
田
一
良
「「
別
帖
」「
付
録
」
の
著
作
年
代
」（
初

出
一
九
六
七
、『
愚
管
抄
の
研
究

─
そ
の
成
立
と
思
想
』
ぺ
り
か

ん
社
、
二
〇
〇
〇
、
第
一
部
第
二
章
、
一
五
頁
）。

（
9
）　

な
お
巻
第
三
乃
至
第
六
と
巻
第
七
の
成
立
順
序
に
つ
い
て
は
、

深
沢
徹
の
よ
う
に
「
ま
ず
巻
七
が
最
初
に
構
想
さ
れ
、〔
…
…
〕
巻

三
か
ら
巻
六
ま
で
の
「
歴
史
叙
述
」
が
あ
と
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
、

最
後
に
巻
一
と
巻
二
の
「
皇
帝
年
代
記
」
が
添
え
ら
れ
た
と
お
ぼ
し
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い
」
と
す
る
説
も
あ
る
（「
慈
円
『
愚
管
抄
』」、
苅
部
直
他
編
集
委

員
『
秩
序
と
規
範

─
「
国
家
」
の
な
り
た
ち
』
岩
波
講
座
日
本
の

思
想
六
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
、
二
八
六
頁
）。

（
10
）　

赤
松
俊
秀
「
愚
管
抄
に
つ
い
て
」（
初
出
一
九
四
九
）、『
鎌
倉

仏
教
の
研
究
』、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
七
、
二
六
八
頁
。

（
11
）　

小
田
泰
正
「
愚
管
抄
の
執
筆
年
代
」（
前
掲
）、
一
〇
一
頁
。
な

お
起
稿
時
期
に
つ
い
て
、
小
田
は
承
久
元
年
の
九
月
前
後
と
見
（
一

〇
三
頁
）、
石
田
一
良
は
同
年
五
月
前
後
と
見
て
い
る
（「「
別
帖
」

「
付
録
」
の
著
作
年
代
」、
前
掲
、
五
三
頁
）。

（
12
）　

多
賀
宗
隼
「
愚
管
抄
」、
坂
本
太
郎
・
黒
板
昌
夫
編
『
国
史
大

系
書
目
解
題
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
、
二
七
八
頁
。

（
13
）　

河
北
騰
「「
愚
管
抄
」
に
つ
い
て
の
小
見
」、『
立
正
大
学
大
学

院
紀
要
』
一
三
、
一
九
九
七
、
五
一
頁
。
な
お
当
時
は
元
服
前
で
あ

っ
た
た
め
、
厳
密
に
は
「
頼
経
」
で
な
く
幼
名
「
三
寅
」
が
正
し
い
。

（
14
）　

深
沢
徹
「
歴
史
の
〈
外
部
〉
に
立
つ
こ
と

─
『
愚
管
抄
』
に

お
け
る
「
一
人
称
」
表
現
の
可
能
性
」、『『
愚
管
抄
』
の
〈
ウ
ソ
〉

と
〈
マ
コ
ト
〉

─
歴
史
語
り
の
自
己
言
及
性
を
超
え
出
て
』
森
話

社
、
二
〇
〇
六
、
第
一
部
第
四
章
、
一
四
一
〜
四
二
頁
。

（
15
）　

深
沢
徹
「「
言
語
論
的
転
回
」
以
後
の
歴
史
叙
述
は
、
ど
う
あ

る
べ
き
か

─
『
今
鏡
』
か
ら
『
愚
管
抄
』
へ
」、『
往
き
て
、
還
る
。

─
や
ぶ
に
ら
み
の
日
本
古
典
文
学
』
現
代
思
潮
新
社
、
二
〇
一
一
、

第
三
章
、
六
九
頁
。

（
16
）　

深
沢
徹
「
歴
史
の
〈
外
部
〉
に
立
つ
こ
と
」（
前
掲
）、
一
四

〇
頁
。
ま
た
深
沢
以
前
に
安
津
素
彦
と
栃
木
孝
惟
も
、
そ
れ
ぞ
れ

「
慈
円
は
万
人

0

0

必
読
を
期
待
し
て
認
め
た
と
、
私
は
本
書
を
解
す
る
」

（「
愚
管
抄
覚
書
」、『
國
學
院
雑
誌
』
五
七
─
七
、
一
九
五
六
、
一
七

九
頁
）、「
著
者
は
、
こ
の
書
の
予
定
読
者
と
し
て
、「
物
シ
レ
ル
事

ナ
キ
人
」
を
も
包
み
こ
む
か
な
り
に
広
汎
な
予
定
読
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
予
想
し

て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
」（「
愚
管
抄
と
六
代
勝
事
記
」、

市
古
貞
次
他
編
『
中
世
』
日
本
文
学
全
史
三
、
学
燈
社
、
一
九
七
八
、

一
八
三
頁
）
と
述
べ
て
い
た
。

（
17
）　

な
お
、
当
初
は
諫
言
書
で
あ
っ
た
も
の
を
後
に
幼
学
書
に
改
め

た
と
も
考
え
難
い
。
浅
野
明
光
が
「
著
者
が
本
書
著
作
に
当
つ
て
、

相
応
に
筆
を
急
ぎ
、
推
敲
訂
正
に
及
ば
ざ
り
し
や
を
疑
は
し
め
る
」

と
述
べ
た
（「
愚
管
抄
論
（
上
）」、
前
掲
、
四
八
頁
）
よ
う
に
、『
愚

管
抄
』
は
年
代
記
に
加
筆
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
改
稿
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

（
18
）　

津
田
左
右
吉
「
愚
管
抄
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
の
疑
」（
前
掲
）、

三
〇
頁
。

（
19
）　

塩
見
薫
「
愚
管
抄
の
カ
ナ
（
仮
名
）
に
つ
い
て
」（『
史
林
』
四

三
─
二
、
一
九
六
〇
）
参
照
。

（
20
）　

類
例
と
し
て
、
北
畠
親
房
『
神
皇
正
統
記
』（
延
元
四
年〈
一
三

三
九
〉成
立
、
興
国
四
年〈
一
三
四
三
〉修
訂
）
は
、「
或
童
蒙
」
に
示

す
た
め
の
書
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
嘗
て
こ

の
「
或
童
蒙
」
は
成
立
当
時
十
二
歳
で
あ
っ
た
後
村
上
帝
を
指
す
と

の
説
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
如
何
に
幼
冲
で
も
至
尊
を
童
蒙
と
称
す
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る
こ
と
は
余
り
に
不
遜
で
あ
り
考
え
ら
れ
な
い
、
と
の
批
判
も
あ

る
（
我
妻
建
治
「『
神
皇
正
統
記
』
の
「
童
蒙
」」〈
初
出
一
九
七
三
〉、

『
神
皇
正
統
記
論
考
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
、
第
二
章
第
一
節

参
照
）。『
愚
管
抄
』
に
つ
い
て
、
後
鳥
羽
院
を
愚
痴
無
智
と
称
す
る

こ
と
は
余
り
に
不
遜
で
あ
り
考
え
ら
れ
な
い
、
と
す
る
批
判
が
殆
ん

ど
な
か
っ
た
こ
と
は
奇
怪
で
あ
る
。

（
21
）　

塩
見
薫
「
愚
管
抄
の
カ
ナ
（
仮
名
）
に
つ
い
て
」（
前
掲
）、
九

一
頁
。

（
22
）　

塩
見
薫
「
愚
管
抄
の
カ
ナ
（
仮
名
）
に
つ
い
て
」（
前
掲
）、
九

一
頁
。
ま
た
周
知
の
如
く
、『
愚
管
抄
』
で
は
擬
音
語
が
多
用
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
理
由
を
慈
円
は

　
　

此
詞
〔「
ハ
タ
ト
、
ム
ズ
ト
、
シ
ヤ
ク
ト
、
ド
ウ
ト
」〕
ド
モ
ノ
心

ヲ
バ
人
皆
是
ヲ
シ知

レ
リ
。
ア
ヤ
シ
ノ
夫
ト宿

直
ノ
ヰ
人
マ
デ
モ
、
此

コ言ト
ノ
ハ葉

ヤ
ウ
ナ
ル
コ言

種

ト
グ
サ
ニ
テ
、
多
事
ヲ
バ
心
エ得

ラ
ル
ヽ
也
。

（
巻
第
二
、
一
二
七
頁
）

　

と
説
明
す
る
。
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
、
同
書
の
想
定
読
者
は
賤
人
だ

っ
た
と
見
た
先
行
研
究
も
少
な
く
な
い
。
だ
が
や
は
り
塩
見
が
指
摘

し
た
よ
う
に
、「
彼
ら
の
た
め
に
愚
管
抄
を
書
く
と
い
つ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
彼
ら
の
理
解
で
き
る
〔
…
…
〕
そ
れ
を
使
つ
て
愚
管
抄

を
書
く
と
い
つ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」（
九
〇
頁
）。

　
　

た
だ
し
、
幼
童
二
人
が
想
定
読
者
だ
っ
た
と
す
る
塩
見
説
は
論
証

が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
後
の
研
究
史
で
は
殆
ん
ど
顧
み
ら

れ
な
か
っ
た
。
多
賀
宗
隼
は
同
説
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、「
私
と

し
て
は
い
さ
ゝ
か
疑
ひ
を
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
（「
愚
管
抄
」、『
慈
円
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
、

第
一
部
第
廿
五
章
、
二
七
一
頁
）。

（
23
）　

な
お
慈
円
が
『
愚
管
抄
』
を
起
稿
し
た
承
久
元
年
、
順
徳
帝
も

ま
た
宸
筆
を
染
め
て
二
年
後
の
三
年
に
故
実
書
『
禁
秘
抄
』
を
完
成

さ
せ
た
（
和
田
英
松
「
禁
秘
御
抄
」、『
皇
室
御
撰
之
研
究
』
明
治
書

院
、
一
九
三
三
、
一
二
六
頁
参
照
）。
和
田
は
同
書
に
つ
い
て
、「
そ

の
さ
ま
寛
平
遺
誡
な
ど
の
如
く
、
訓
誡
め
き
た
る
と
こ
ろ
あ
ま
た
見

ゆ
れ
ば
、
蓋
し
幼
帝
の
為
に

0

0

0

0

0

記
し
置
か
せ
給
ひ
し
も
の
な
ら
ん
か
」

（
一
二
八
頁
）
と
推
測
し
、
日
野
西
資
孝
「
禁
秘
抄
の
原
本
形
態
と

そ
の
成
立
に
就
い
て
」（『
帝
国
学
士
院
紀
事
』
三
─
二
、
一
九
四
四
、

三
一
二
頁
）
や
佐
藤
厚
子
「『
禁
秘
抄
』
の
研
究
（
一
）」（『
椙
山
女

学
園
大
学
研
究
論
集 

人
文
科
学
篇
』
三
九
、
二
〇
〇
八
、
三
三
頁
）

で
も
同
趣
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
も
順

徳
帝
の
『
禁
秘
抄
』
も
想
定
読
者
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、
同
じ
く

二
歳
の
幼
童
の
た
め
に
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
24
）　

大
隅
和
雄
「『
愚
管
抄
』
を
概
観
す
る
」（
初
出
一
九
七
一
）、

『
愚
管
抄
を
読
む

─
中
世
日
本
の
歴
史
観
』
講
談
社
、
一
九
九
九

（
初
刊
一
九
八
六
）、
第
二
章
、
一
〇
七
頁
。

（
25
）　

中
村
光
「
愚
管
抄
の
歴
史
観
」、『
古
典
研
究
』
一
─
二
、
一
九

三
六
、
三
一
頁
。

（
26
）　

凡
そ
百
三
十
九
例
と
い
う
筆
者
の
試
算
は
、
鈴
木
正
道
の
そ
れ

（「
愚
管
抄
に
於
け
る
「
道
理
」
の
一
考
察
」、『
山
形
県
立
米
沢
女
子
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短
期
大
学
紀
要
』
七
、
一
九
七
二
）
な
ど
と
一
致
す
る
。
な
お
、
百

三
十
五
例
ま
た
は
百
三
十
八
例
と
す
る
先
行
研
究
も
あ
る
が
、
従
い

得
な
い
。

（
27
）　

原
田
隆
吉
「
愚
管
抄
の
「
道
理
」」、『
文
化
』
二
四
─
四
、
一

九
六
〇
、
三
五
頁
。

（
28
）　

多
賀
宗
隼
「
愚
管
抄
」（
前
掲
一
九
七
一
）、
二
八
二
頁
。
ま

た
太
田
佳
恵
も
、「
巻
第
三
か
ら
巻
第
六
ま
で
の
歴
史
叙
述
の
変
化

─
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
歴
史
記
述
に
具
体
性
が
増
す
一
方
で
歴0

史
解
釈
が
減
少
し
て
い
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
を
指
摘
し
て
い
る
（「『
愚
管
抄
』
の
構

成
と
構
想
」、『
寧
楽
史
苑
』
四
九
、
二
〇
〇
四
、
八
頁
）。

（
29
）　

赤
松
俊
秀
「
愚
管
抄
に
つ
い
て
」（
前
掲
）、
二
九
四
頁
。
な
お
、

赤
松
は
中
略
箇
所
で
「
史
実
の
記
述
が
精
確

0

0

で
あ
る
の
み
で
あ
つ

て
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
友
田
吉
之
助
が
指
摘
し
た
（「
愚
管
抄
の

史
料
と
史
料
的
価
値
」、『
島
根
大
学
論
集
人
文
科
学
』
四
、
一
九
五

四
）
よ
う
に
、『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
は
誤
り
も
少
な
く
な
い
。

（
30
）　

な
お
大
隅
和
雄
は
、
こ
の
「
ミ見

ム
人
ハ
ネ眠ブ
ラ
レ
テ
ヨ
モ
見
侍

ラ
ジ
」
と
い
う
文
を
巻
第
七
に
つ
い
て
の
も
の
と
解
釈
す
る
（
同
訳

『
愚
管
抄
』
講
談
社
、
二
〇
一
二〈
初
刊
一
九
七
一
〉、
三
七
〇
頁
）。

だ
が
、
そ
れ
で
は
同
巻
が
巻
第
六
ま
で
よ
り
も
退
屈
だ
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
従
い
難
い
。

（
31
）　

河
北
騰
「「
愚
管
抄
」
に
つ
い
て
の
小
見
」（
前
掲
）、
四
二
頁
。

（
32
）　

深
沢
徹
「
偽
装
の
言
説

─
『
愚
管
抄
』
に
み
る
、
方
法
と
し

て
の
〈
老
い
〉」（
第
二
部
第
六
章
、
初
出
二
〇
〇
九
）、『
往
き
て
、

還
る
。』（
前
掲
）、
一
一
九
〜
二
一
頁
。

（
33
）　

多
賀
宗
隼
「
愚
管
抄
」（
前
掲
一
九
七
一
）、
二
九
六
頁
。

（
34
）　

深
沢
徹
「
慈
円
『
愚
管
抄
』」（
前
掲
）、
二
八
六
頁
。

（
35
）　

多
賀
宗
隼
「
愚
管
抄
」（
前
掲
一
九
七
一
）、
二
九
六
頁
。

付
記　

本
稿
は
、
平
成
廿
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員

奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

�

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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